






　先天異常の定義や診断基準は,統一的に確定されていないので,各研究者は

各々の判断によって独自に定めている。したがって先天異常の発生頻度を,年

次的にも,また地域的にも比較できないのみでなく,とりあげる疾患そのものに

ついても種々雑多である。

　本研究は追跡調査で観察期間がながく,多くの先天異常を発見している。し

かしこれを確定し分類するにあたって,多くの研究者が体験したように,判断に

困る条件が多かった。そこで種々検討した結果,本研究独特の分類によって集

計した。そこでこの内容を評価するために,Neel ・森山の調査成績,また目下

アメリカて継続中の Collaborative Perinatal Project の調査のとりあげた疾

患を,本調査の結果から拾いあげて比軟検討するなどして,次のように分類した。


